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細胞膜の特徴 ステロールを含まない コレステロールを含む エルゴステロールを含む





































































































































































































































































































































































物学の研究でよく用いられる Caenorhabditis elegans がそれである。これを指







形態 円筒形 扁平 平らでひょろ長い



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アニサキス Anisakis simplex など［グレード1～2］
【歴史】1960年代，オランダで van Thielらが発見。欧米の漁業が盛んな国々に
おいても，それ以前から同様の症例報告が多数あった。日本で最初の症例報告
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